
                     

第第３３３３回回  ガガ  ララ  スス  のの  うう  ささ  ぎぎ  像像  

平平  和和  とと  友友  情情  のの  つつ  どど  いい   
  二宮駅南口に建つ「ガラスのうさぎ像」は、町の平和と友情のシンボルであり、平和

への関心を高め、二度と戦争を繰り返してはならないという願いが込められています。 

この思いを後世に伝えることを願い、平和と友情のつどいを開催いたします。 

ぜひご参加ください。 

◇  日  時  令和６年８月６日（火）午後１時～午後２時 1０分  

◇  会  場  ラディアン（生涯学習ｾﾝﾀｰ）ホール 

        ※入場は無料です。 

 

☆展示ギャラリーでは、8月３日（土）から６日（火）（各日午前 10時 

から午後４時）まで、戦争と平和に関する展示を実施しています。 

展示団体 ： にのみや平和をつたえる会 、二宮町遺族会  

 

  《小学生による感想文の展示》 

町内小学校６年生が平和学習の一環として「ガラスのうさぎ」の 

アニメーションを鑑賞しました。 

この期間においては、子どもたちの感想文を展示しています。 

 

 

 

 

 

 

◇  内  容 

① 碑文朗読・・・・・・二宮西中学校生徒 

碑文英訳文朗読・・・二宮高等学校生徒 

② アニメーション映画 

「いわたくんちのおばあちゃん～ぼく、戦争せんけえね～」 

 

◇  定  員      ５００名 

◇ その他   手話通訳あり 

◇  共  催      二  宮  町・二宮町教育委員会 

ガラスのうさぎ像平和と友情推進委員会 

◇  後  援      神 奈 川 県 

（問吅せ先）二宮町総務部総務課  

0463－71－3315 （総務課直通） 

 

☆図書館２階展示ケースでは、７月２日（火）から９月２３日（月・祝）まで 

【二宮ゆかりの人物展示「8月 5日 戦争の爪痕と高木敏子をめぐる人々」】と 

題した、二宮町の空襲の被害写真と、高木敏子さんと関わりのあった人々の

資料を展示しています。 



 

 

 

 

  

 

 

～あらすじ～ 
 今日は運動会。友達のいわたくんと競争して負けた寛太は、少しふくれ気味だ。みんなで記幵写真を

撮ろうということになり、お母さんがシャッターを押そうとすると、いわたくんちのおばあちゃんは「いやー

よ」と手を振って断った。なぜ？ 

 昭和二十年。そのころ日本は戦争をしていた。おばあちゃん（ちづこさん）は、まだ女学生だった。ある

日、疎開する前の記幵に、写真屋を呼んで家族六人で写真を撮影する。その数日後、幹島の町に原爆

が落とされた。 

 町中が火の海となり、ちづこさんは家族と二度と会えなくなった。しばらくして写真屋と再会したちづこ

さんは、家族と冎後に撮った写真を受けとる。それ以来、ちづこさんは家族とは写真を撮らなくなったの

だ。 

 寛太は、その写真を見せてもらった。お父さんとお母さんと丮の良い四人の姉妹が写っている。ちづこ

さんだけが生き残り、家族の幸せな時間は永久に失われてしまった。 

 寛太は誓う。「おとなになっても戦争せんよ。ほんとよ」 

上彲時間 ２０分 


